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ホリスティックヘルスの実現と公園緑地

































































































































































































































































































































































































































社会構造変化の影響とその対策 ◇器官性運動不足病◇生活習慣病の増大◇適応性強化の試み(主として心循環器（戯的・質的ストレス（要素的でなく全体･運動器） －＞ による心因性のものが噌大） －＞ 的な対応） ◇環境を含め総合的に考える必要性◇弱い国家・'９１治体に対して個人が強くなる必要性
心理的キーワード
⑥ 
⑪ 
⑤ 
② 
⑥ 
安心・安全→医療、保健、保縫、癒し、防災、ＭＨなど
人々の安心、未来への展望、２１三活｣|脾餓系の憾備
ハードからソフト、ヒューマンへの鵬IW1など
いきいき→健康、職業、１１常21:活のサービス、地域；|:会（コミュ
ニティ、人間|則係、家族INI側:極教育、余暇
地域文化、スポーツ、芸術）など
うつくしい→ハード環境（公１１;・環境ilj染・［l然破壊対雄）
景観保全、最観計画、姉ili計画、祁iliデザイン
ソフト環境（k(pol）bCaulifⅡ１ｍ(w(､m(､ⅡI）
ヒューマン環境（Iliccc,)mmuni(jⅡIi('n．倫｣Cl1の確立）
など
笑顔→ たのしさ．ｊ()ｙＩ)lIiIP、lInimMi()11,cnI(PrIⅡiⅡmClⅡ．
笑う1'1には編来たる
たのしさのiijilll（ハード・ソフト・ヒューマン）
祭I)、イペント、カスタマーサーティフィケーション
サービス．ハッピネス
おどろき→自己ﾌﾞﾋﾞ兄から1ｌ険まで（おそれからの１４１己則jih）
唯一無二性、その地域の特性をふまえ、そのjul域なら
ではの魅ﾉﾉを提示
3２ 
かつて服部明世氏（大阪芸術大学教授）とともに大津TIjに
おいて、森林公園／道路際／体育館のなかでの人間の脳波
(α波）の比較研究を行ったことがある。その実験結果とし
て私たちは、緑豊かな自然環境のなかでのみ被験者のα波
(人'''１がくつろいでいるときに出す脳波、８～12Hz）がlⅡ現
したことをつきとめている。これは公園緑地における景観づ
くりや造形に関して、コペルニクス的発想のlIiZi換をもたらす
重要な成果を導くことにつながった。それまで、私たちは与
えられたデザインの外形性（フォルム）やその形状が含有す
るアウター・トレンド（外挿）から~力的に影響を受けると
されてきた。しかしここに至って、外形だけではなく、また、
受け手すなわち観察者／行動者である人'''１の表層的、Ｉ１ｌ１性的
観察（オブザベーション）のみではなくその観察者の心象風
景あるいは深層深Ｈ１1とでもいい表されるところの事象と環境
との対話が成立することが明らかになったからである。
２１世紀の公園緑地は従来のように客観的なアメニテイ尺
度で測られるものでなく、利用者サイドのｌ謝り：（主観）や社
会的状況に適応したものでなければならない。しかしliT1時に
このことは、国民の趣向、趣味あるいは,ｌｉ１１１性や感性、，１，１１，格と
いうものが明確に反映してくるものであり、その意味におい
てのこれは「言うは易し、行うは難し」といった状況である。
今後これからの科学的、芸術的そしてスピリチュアル的な
視点はどうあるべきか、{illi値観の橘築が必要である。
進の関係を正確に把握する。
○施設および周辺を含めたデザインコントロール。
○医療・治療活動にとどまらず、各種のニーズ、ウオン
ツに対応したアクティビティの加味。（脱ストレス／気
分転換を目指すファッション、スポーツ、カルチャー、
ホビー、学習など）
図－３及び以下の概説は、ここに提案する健康保養公園の総
体イメージを示したものである。
｢庭雨栗甕ZS園l:健康保養活動に欠くことのできない'さ'然環
境との調和を表現させるために設ける公園であり、美しく整
備されたこの公園では、屋外での保養・休養・憩い・コミュ
ニケーション活動が展開される。
○健康保養文化（カルチャー）センター：健康保養地を
利用する人々のコミュニケーションの中核として機能するも
のであり、レストラン、劇場、会議室、ダンスホール、カル
チャースクールなどの施設で構成される。健康保養公園に隣
接あるいは内包され、憩いの場、社交の場として提供される。
ドイツではこれに類する施設をクーアハウスと称する。
○健康保養基幹センター：直接的な処方の｢'１核であるこ
の施設はその設備の集積度や医療的かかわりなどによりドイ
ツでは、クーアミッテルハウス、バーデンハウス、クーアセ
ンターなどに分類、整備されている。この基幹センターは治
療の広範性、多様性にも対応し、医学的色彩がﾘｳＩいものにつ
いては、一般的なクリニックとしての機能を合わせ持つこと
がのぞましい。ドイツに多くみられるようになってきたクー
アオルト（テルメ）は、利用者に(固別治療を施す施設という
よりは、温泉などを大勢でたのしみながら1ｺ由により積極的
な療義、健康づくり、保養ができるように；鮒iされた大型浴
場（プール）をさす。
○健康保養スポーツセンター：各種の健康増進、健康回
復あるいは機能回復に必要な各1iii運動、スポーツなどが行え
る施設群をさす。健康保養基ili4Hzンターとの連携を不可欠と
し、’二l由時'''１スポーツセンターとしての機能を兼ね備える。
５ホリスティックヘルスを可能とする健康保養公園
の提案
健康を目指す活動は疾病者の治療・療養はもとより、半健
康人の健康回復、健常者の一層の健康噌進に寄与するもので
あるという考え方は、ドイツでは既に「クーア制度」として
公liliil緑地の整備（すなわち、都市計画）と強く連関して位置
づけられて久しい。
これまで述べてきた社会情勢のなか、iWi齢化が進むわが|玉｜
において『オッタワ宣言」に基づき健康づくりを本気で|]指
そうとするならばドイツの経験を活かして、まずは何をおい
ても豊かな自然環境（111岳、高原、峡谷、半島、海浜、島
１，１０を利用した「湯治」など古来の温泉利)'１を含んだ健康保
養公園を整iiiすることが不可欠である。この極の公園の立地
は１４１然の豊かな高次生活圏が最も適切であるが、多くの人の
利ＩＩＬ易さからみると人｢lの集中する大都Tli近郊への設置も
考慮に入れるべきである。この健康保養公園を整備するとき
のポイントをあげておこう。
○自然環境の保全に細心の注意を払うとともに、これを
積極的に活用する。
○オープンスペースを十分取り込む。
○気候や水・温泉効能、あるいは運動効果などと健康増
健康保養活動の「場」（空'''1）と施設を整備するにあたっ
て大前提となるのは、良好な健康保樹舌動環境の確保である。
そのためには１Ｍに'二Ｉ然景観の美しさに留意するのではなく、
生（体）気候学的な観点も考慮する必要がある。健康保養活
動に必要な施設・機器についてもこれらの機能評Illiを行い、
施設・機器の標準化を行うことが必要である。また、環境と
健康との関係についても生（体）気候学的な調査・研究をさ
らに行うことが必要とされる。元来、わが国では気候に関し
ては、天気予報のように天候の解Iﾘ1．予知などには多くの努
力が重ねられているが、健康と気候の関わりについても基本
的な調査・研究を進めてゆく必要がある。
法政大学体育・スポーツ研究センター紀要
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図３健康保養公園のイメージ（福岡，鹿野2002） 単哩
